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抄 録

症例は35歳男性．間欠的な上腹部痛および嘔吐を認め，３時間後には自制不可能となり当院へ救急搬送となった．

Fallot四徴症に対して手術歴があるが，開腹の既往歴はない．腹部CT検査にて右上腹部に拡張した腸管が集簇し

囊状構造を呈した所見（sac-like appearance）やClosed loop signを認めた．腸間膜血流の障害は認めていなか

ったが，そのまま放置すると絞扼性イレウスにより腸管壊死をきたす可能性が高いと判断し同日緊急手術を施行し

た．手術所見ではTreitz靱帯の形成不全がみられ，小腸起始部と思われる部位から尾側に約3cm大のヘルニア門

を形成し，約100cmの小腸が嵌入して暗赤色を呈していた．整復後，小腸は正常色調に回復し壊死がないことを確

認し，ヘルニア門の閉鎖を行い閉腹した．本症例では腸回転異常を伴う右傍十二指腸ヘルニアと判断し，絞扼性イ

レウスから腸管壊死に進展する症例もあることより早期に手術を施行したことで腸管壊死を回避できたと考えら

れる．
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は じ め に

傍十二指腸ヘルニアはTreitz靱帯周辺の腹膜窩

に腸管が嵌入する内ヘルニアの一種である．本邦で

の頻度としては，内ヘルニアの割合が0.7％であり ，

そのうちの腸間膜裂孔ヘルニアの約40～50％に次ぐ

約25％を占めるとされる ．内ヘルニアの頻度が１

％未満であるので，傍十二指腸ヘルニアに遭遇する

機会は少ないと考えられる．また，診断や治療が遅

れると腸管壊死に陥り，腸切除が必要になるまで重

篤になることがある．また，従来は術前正診率が10.5

％と報告されていたが ，最近はCTで術前診断され

た報告が増えている．今回我々は右傍十二指腸ヘル

ニアによる絞扼性イレウスの症例を経験し，早期手

術により腸切除を回避することができたので文献的

考察を加え報告する．

症 例

患者：35歳，男性

主訴：腹痛・嘔吐

既往歴：Fallot四徴症に対して２回手術を施行．

家族歴：特記すべき事項なし

現病歴：突然の間欠的な上腹部痛と嘔吐が出現し

た．徐々に疼痛が増強し自制不可能となり，約３時

間後に当院へ救急搬送となった．搬送前に排便があ

ったが，水様便・黒色便は認めていなかった．
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入院時現症：身長：172cm 体重：70kg 体温：

36.4℃，血圧：96/59mmHg，脈拍：62回/分，呼吸

数：20回/分，臍下部を中心に自発痛および圧痛を認

めており，正中臍部近傍に腫瘤を触知した．腸蠕動

音は微弱であった．

入院時血液検査所見：WBC：15,900/L，CRP：

0.6mg/dL，乳酸値 36.4mg/dlと炎症所見の軽度

上昇と乳酸値の上昇を認めた．

腹部造影CT検査：水平断では右上腹部にClosed
 

loop signを認めたが，腸間膜血管は造影されており

血流障害などは認めなかった．また，拡張した腸管

が集簇して囊状構造のように見えるSac-like
 

appearanceを認め，腸間膜血管の集簇像も認めた

（図１.ａ，ｂ）．また，上腸間膜静脈が左方偏位し

ており，腸回転異常と考えられた（図１.ｃ）．

画像所見と乳酸値の高値により絞扼性イレウスを

疑い，緊急手術となった．

手術所見：臍上下部を正中切開で開腹した．腸管の

膨隆が認められ，Treitz靱帯は形成不全であり，小

腸起始部と思われる部位から下方に約3cm大のヘ

ルニア門を形成していた．上行結腸から横行結腸の

下面にヘルニア囊を形成しており，ヘルニア囊内に

小腸起始部から約100cmの小腸が嵌入し血流障害

を来していた．嵌入していた小腸を用手的に整復し

た後に，ヘルニア門は小腸が再度嵌入しない様に縫

合閉鎖した（図２.ａ，ｂ，ｃ）．

術後経過：術後に明らかな合併症などはなく，経過

良好であり１週間後に退院となった．

考 察

欧米では内ヘルニアの発生頻度はイレウスのうち

0.2～0.9％であり，内ヘルニアの約50％が傍十二指

腸ヘルニアとされる ．本邦の内ヘルニア発生頻度は

イレウス全国集計で0.7％ であり，傍十二指腸ヘル

ニアは腸間膜裂孔ヘルニアの約40～50％に次いで約

25％を占めるとされている ．内ヘルニアの発生頻

図 術中所見
ａ：臍上下部の正中切開で開腹し，大網をず
らして腸管を確認していくと暗赤色の腸管を
認め，小腸がヘルニア門に嵌頓していた．
ｂ：漿膜性の癒着を剥離し嵌入した小腸を引
き出すと絞扼は解除され，腸管の色調は正常
に戻った．小腸起始部と思われるところから
尾側に約3cm大のヘルニア門（矢印）を形成
していた．
ｃ：小腸が狭窄しないようにヘルニア門を縫
合閉鎖し，さらに小腸漿膜と縫合固定した．

図 入院時の腹部造影CT（水平断）
ａ：右上腹部にClosed loop sign（矢印）を
認め，腸間膜血管は造影されており，ヘルニ
ア門方向への腸間膜血管の集簇像（黒矢印）
を認める．
ｂ：右上腹部に拡張した腸管が集簇して囊状
構造のように見えるSac-like appearance
（矢印）を認めている．
ｃ：上腸間膜静脈が左方偏位しており，SMA
の分枝がその後方に見られる．

図 右傍十二指腸ヘルニアの模式図
SMA（superior mesenteric artery)：上腸間
膜動脈
SMV（superior mesenteric vein)：上腸間膜
静脈
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表

報告年 年齢 性別 主訴 術前診断 腸切除 ヘルニア門の処理 腸回転異常の有無
1988 36 男性 下腹部痛 絞扼性イレウス あり 処置なし あり
1988 57 男性 なし なし（胃癌に合併) なし 処置なし あり
1989 50 男性 腹痛 絞扼性イレウス 不明 なし
1990 33 男性 腹痛・腹部膨満感 傍十二指腸ヘルニア なし なし
1991 47 男性 腹痛・嘔吐 絞扼性イレウス なし 閉鎖 なし
1992 58 男性 右腹部痛 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 あり
1993 77 男性 心窩部痛・腹部膨満感 右傍十二指腸ヘルニア なし なし
1993 58 女性 なし なし（上行結腸癌に合併) ― 処置なし ―
1995 43 女性 腹痛・腹部膨満 絞扼性イレウス なし 閉鎖 なし
1995 69 女性 腹痛・嘔吐 絞扼性イレウス あり なし
1995 24 男性 上腹部痛 絞扼性イレウス あり あり
1995 17 男性 腹痛・嘔吐 腸回転異常・イレウス なし あり
1995 19 男性 右下腹部痛 虫垂穿孔 なし なし
1995 0 不明 不明 腸回転異常 なし 閉鎖 あり
1997 60 女性 上腹部痛 絞扼性イレウス あり なし
1997 46 男性 腹痛 腸回転異常 なし あり
1997 16 女性 腹痛 内ヘルニア あり あり
1998 63 男性 上腹部痛 右傍十二指腸ヘルニア 保存的 なし
1999 72 女性 腹痛 絞扼性イレウス なし あり
2000 50 女性 腹痛・嘔吐・膨満感 傍十二指腸ヘルニア なし なし
2001 70 女性 腹痛 絞扼性イレウス あり あり
2002 49 女性 下腹部痛 絞扼性イレウス なし 閉鎖 なし
2002 36 女性 上腹部痛 右傍十二指腸ヘルニア なし なし
2002 35 男性 腹痛 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2003 55 男性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし なし
2003 37 女性 腹痛・嘔吐・腹部腫瘤 傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2003 67 男性 腹痛 内ヘルニア・イレウス なし 閉鎖 なし
2003 31 男性 腹痛 右傍十二指腸ヘルニア・イレウス あり なし
2003 87 女性 腹痛・嘔吐・血便 右傍十二指腸ヘルニア あり 閉鎖 なし
2004 29 男性 腹痛・嘔吐 腸回転異常 不明 あり
2004 58 女性 なし なし（上行結腸癌に合併) ― なし
2004 79 女性 なし なし（上行結腸癌に合併) ― なし
2004 71 男性 右腹部痛 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2004 32 男性 上腹部痛 右傍十二指腸ヘルニア・イレウス なし 閉鎖 なし
2005 56 女性 腹痛 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 あり
2005 55 女性 腹痛 傍十二指腸ヘルニア なし 開放 あり
2005 77 女性 右側腹部痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2005 50 女性 右下腹部痛 絞扼性イレウス なし 閉鎖 あり
2005 66 女性 右下腹部痛 傍十二指腸ヘルニア なし なし
2006 42 男性 下腹部痛 内ヘルニア なし 閉鎖 なし
2006 24 男性 下腹部痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2006 72 女性 腹痛・嘔吐 内ヘルニア なし 閉鎖 なし
2006 30 女性 腹痛・嘔吐 絞扼性イレウス・腸回転異常 なし 閉鎖 あり
2006 25 男性 腹痛 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2006 37 男性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2007 75 女性 嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2007 83 女性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし なし
2007 24 男性 腹痛 内ヘルニア なし 閉鎖 なし
2008 44 男性 腹痛 右傍十二指腸ヘルニア なし なし
2008 82 女性 上腹部痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア・イレウス なし 閉鎖 なし
2008 37 男性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし なし
2008 65 女性 腹痛・嘔吐 絞扼性イレウス なし 開放 あり

2008 20 男性 腹痛・嘔吐
右傍十二指腸ヘルニア・腸回転異常

絞扼性イレウス なし 閉鎖 あり

2008 88 男性 腹部膨満・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア・絞扼性イレウス なし 閉鎖 なし
2009 57 男性 腹痛・嘔吐 内ヘルニア・絞扼性イレウス あり 開放 あり
2009 15 女性 便秘 腸回転異常 なし なし
2009 80 男性 腹痛・嘔吐 腸回転異常 あり あり
2011 67 男性 右上腹部痛 傍十二指腸ヘルニア なし 閉鎖 なし
2011 5 女児 右腹部痛 右傍十二指腸ヘルニア・腸回転異常 なし 開放 なし
2011 50 女性 下腹部痛・嘔吐 内ヘルニア・絞扼性イレウス なし 閉鎖 なし
2011 32 男性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア・腸回転異常 なし 閉鎖 なし

2011 34 男性 上腹部痛
右傍十二指腸ヘルニア・腸回転異常

絞扼性イレウス なし なし

2012 40 男性 腹痛・嘔吐 内ヘルニア・絞扼性イレウス なし 開放 あり
2013 57 女性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア なし 開放 なし
2013 34 女性 心窩部痛 腸回転異常・絞扼性イレウス あり あり
2014 78 女性 腹痛・嘔吐 内ヘルニア・絞扼性イレウス なし 処置なし あり

2014 48 女性 腹痛
右傍十二指腸ヘルニア

腸回転異常・絞扼性イレウス あり 閉鎖 あり

2015 38 男性 下腹部痛
右傍十二指腸ヘルニア

腸回転異常・絞扼性イレウス なし 処置なし あり

2015 23 男性 右腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア・イレウス なし 閉鎖 なし
2016 64 男性 腹痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア・腸回転異常 あり 処置なし あり
自験例 35 男性 上腹部痛・嘔吐 右傍十二指腸ヘルニア・腸回転異常 なし 閉鎖 あり
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度は１％以下であり，臨床症状にも乏しい場合があ

るため術前の早期診断は困難なことが多いと考えら

れる．傍十二指腸ヘルニアに関しては，左右差は３：

１で左側に多く，男女比は３：１で男性に多いとさ

れ，30歳台が好発年齢とされている（図３：右傍十

二指腸ヘルニアの模式図）．原因としては先天的要因

と後天的要因が関与して生じるとされており，先天

的要因は胎生期の腸回転異常，すなわち腸回転の第

２段階において中腸の右半分は回転を停止し，左半

分が正常な回転を行う結果，上行結腸間膜の背側に

小腸の大部分が位置するという説である．また，明

らかな腸回転異常を認めない場合でも，腸回転の第

３段階において上行結腸間膜の後腹膜への癒着が不

十分で，なおかつ上行結腸が壁側腹膜に固定された

場合に後腹膜に異常な腔が存在する．ここに腹腔内

圧の上昇や腸管の蠕動などの後天的要因が加わって

腸管が入り込み，発症するとされている ．

傍十二指腸ヘルニアの症状としては，腹痛・嘔吐・

腫瘤の触知が３主徴とされている ．また，無症状の

まま他疾患の精査・手術時に発見される例も少なく

ない ．

診断方法としては腹部造影CTが有用とされてい

る．特徴的な所見として，拡張した腸管が囊状構造

に包まれているように見える像（sac-like appear-

ance）やその近傍の腸間膜が扇状構造を認めること

などが挙げられる．腸回転異常を伴う場合には，CT

所見として上腸間膜静脈の左方偏位 や捻転により

腸管や腸間膜の血管が渦巻き状に見えるWhirl
 

signを認める．本症例に関しては，入院時の造影CT

で上記のsac-like appearanceや腸間膜の集簇像を

認めており，上腸間膜静脈の左方偏位を認めたこと

から腸回転異常を伴った右傍十二指腸ヘルニアであ

ったと考えられる．

治療法としては手術での嵌頓した腸管の整復とヘ

ルニア門の縫合閉鎖が基本であり，腸管壊死を伴う

場合は壊死腸管の切除を施行する ．一般に傍十

二指腸ヘルニアの予後は良好であるが，本邦の症例

の約21％に腸管壊死による切除が行われているとい

う報告がなされており ，腸管切除の場合は大量切

除となることが多い．来院時のCTでは小腸捻転に

よる絞扼性イレウスと判断されたが，再度施行した

造影CTで内ヘルニアを疑うsac-like appearance

や腸間膜血管が集簇した所見や術中所見として

Treitz靱帯の形成不全や上行結腸から横行結腸の

下面にヘルニア囊を形成していた．また，既往歴で

これまで外傷や腹部手術の既往がないことから，後

天的な要因は考えにくく先天的な腸回転異常を伴っ

た右傍十二指腸ヘルニアと考えられた．医学中央雑

誌で1988年から2016年で『右傍十二指腸ヘルニア』

をキーワードに検索したところ，自験例を含めて71

例の報告があった．平均年齢は48.5歳（０～88歳）

で男女比は39：32でほぼ同等であった．癌の合併症

例を除く症例すべてで有症状を示しており，腹痛

（90.1％)・嘔吐（42.3％）の割合であった．術前に

右傍十二指腸ヘルニアの診断に至った症例は37例

（52.1％）であった．また，腸切除を要した症例は13

例（18.3％）であった．ヘルニア門の取り扱いに関

しては記載があったものが43例であり，開放６例と

閉鎖31例であった ．（表１ａ，１ｂ）

自験例では，乳酸値が高値を示したことから腸管

虚血に陥っていると考え ，早期に手術を施行した

ことで腸管壊死を回避できた．入院時の血液検査所

見では乳酸値の上昇を認めていたが，LDH，CPKの

上昇や動脈血液ガス検査での代謝性アシドーシスと

いった腸管壊死を疑う所見は認めなかった．造影

CTでも腸間膜血管の血流障害を疑う所見はなく腸

管壊死の可能性は低いと考えたが，血液検査で乳酸

高値を認めたことから腸管虚血を来たし，ヘルニア

門への腸管の嵌頓が推定され，このまま長時間放置

しておくと絞扼性イレウスから腸管壊死による腸管

切除が必要となる可能性もあったため，緊急開腹手

術を施行した．

お わ り に

今回われわれは，早期手術により腸切除を回避す

ることができた右傍十二指腸ヘルニアの１例を経験

したので報告した．本疾患は腸回転異常に伴う絞扼

表

Parameter  n ％

年齢
平均

範囲

48.5

0-88

性別
男性

女性

39

32

54.9

45.1

臨床診断

腹痛

嘔吐

腹部膨満感

64

30

5

90.1

42.3

7

術前診断

傍十二指腸ヘルニア

絞扼性イレウス

回転異常

内ヘルニア

37

31

15

9

52.1

43.7

21.1

12.7

治療法
外科治療

保存的治療

70

1

98.6

1.4

ヘルニア門

閉鎖

開放

処置なし

31

6

6

43.7

8.5

8.5
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性イレウスを来すことがあるため，造影CTなどを

用いた画像診断や迅速な加療を行う必要がある．

著者に開示すべき利益相反はありません．
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